
ホームページをご覧の皆様、こんにちは。

７月に入り、まさに夏らしい天気になってきましたが、皆様はお変わりな

くお過ごしでしょうか。

本年開催された枝幸うまいもん祭りは、天候に恵まれたこともあり、多く

の方が来場し、祭り会場に設置された警察署のコーナーにも沢山の方に来て

いただきました。

以下は北海道警察からのお知らせです。

１ 夏の交通安全運動の実施

長距離は ひといきついて 心にゆとりとやさしさを』『

（ ） （ ） 、夏の交通安全運動は７月13日 日 から22日 火 の10日間実施され

運動重点は

⑴ 飲酒運転の根絶

⑵ 自転車利用時のヘルメット着用と自転車・バイクの交通事故防止

⑶ スピードダウンと全席シートベルト着用の徹底

⑷ こどもを始めとする歩行者の安全確保と高齢運転者の交通事故防

止

となります。

２ 水難の防止

「夏の海 少しの油断が 事故のもと」

○ 指定された遊泳区域内で泳ぎましょう。



、 。遊泳区域外では 急な深みなどがあり多くの危険性が潜んでいます

潮が沖に流れていく離岸流もあるので注意しましょう。

○ 子供から目を離さないようにしましょう。

波の力で倒れたり、沖に流される危険があります。

保護者の方は、水辺で遊ぶ子供から目を離さず、近くにいるように

しましょう。

○ 体調不良時や飲酒後は泳がないようにしましょう。

体調不良時やお酒を飲んだ後は、呼吸が乱れやすく溺れる危険性が

あるので泳がないようにしましょう。

○ 釣りをする時は必ず救命胴衣を着用しましょう。

高波時の防波堤や滑りやすい岩場、流れが速い岸辺などには近づか

ず、安全な場所で行いましょう。

○ 水上オートバイで遊泳区域に入らないようにしましょう。

危険な運転はせず、必ず救命胴衣を装着して安全航行に努めましょ

う。

３ 薬物乱用防止

薬物、ダメ。ゼッタイ。

覚醒剤や大麻などの薬物を乱用すると、身体や精神がボロボロになり、

記憶障害や人格変化により以前と同様の生活を続けることができなくなるば

かりか、場合によっては死に至ることもあります。

また、薬物乱用は周囲の大切な人を巻き込むこととなるだけでなく、幻

覚や妄想による殺人、薬物の購入代金欲しさによる強盗や窃盗、重大な交通

事故など取り返しのつかない事件につながるおそれがあり、社会全体に被害

を与えます。

北海道警察では関係機関とも連携しつつ、薬物乱用者の取締りを行うと

ともに薬物密輸の阻止や密売組織の壊滅を推進し、全力を挙げて違法薬物の

絶無を図っていきます。

昨今、ＳＮＳ等において、依存性や危険性はないというような誤った情

報が見受けられますが、一度でも違法薬物に手を出してしまうと、その強い

依存性によって、自分の意思では止めることができなくなります。

もし違法薬物を勧められたり、誘われるようなことがあれば、キッパリ

と断り、その場を離れることが大切です。

薬物に関してのご相談は、最寄りの警察署までお寄せ下さい。

４ 令和７年度（第２回）北海道警察官採用試験に向けた広報活動の推進

北海道警察官募集中「北海道は私たちが守る」



⑴ 試験概要

○採用予定人数

250名程度 男性Ａ区分 40名程度、男性Ｂ区分 140名程度

女性Ａ区分 20名程度、女性Ｂ区分 50名程度

○受験資格

【学歴】

Ａ区分～学校教育法による大学（短期大学を除く）等を卒業した者

（令和８年３月末日までに卒業見込みの者を含む）

※高度専門士の称号を取得又は令和８年３月末日までに取得

見込みの者を含む

Ｂ区分～Ａ区分以外の者

【年齢】

平成５年４月２日から平成20年４月１日までに生まれた者

（令和８年４月１日現在で18歳以上33歳未満）

⑵ アピールポイント

ア 「北海道は私たちが守る」

警察官の仕事は交番勤務や犯罪捜査、防犯活動、交通指導取締、災

害救助等多岐に渡ります。自身の特技・個性を活かして、北海道を一

緒に守りませんか？

イ 「ＯＮ、ＯＦＦのある職場！仕事も私生活も充実！」

北海道警察は仕事のやりがいはもちろん、私生活の充実も大切にす

る組織です。

休暇や給料、育児や介護との両立等、私生活も充実させたい方にと

って魅力あふれる組織です。

ウ 「まずは北海道警察について知ろう」

北海道警察では、ＷＥＢや対面型等、各種説明会やイベントを開催

しています。

まずは説明会やイベントに参加して、リアルな道警を知ることから

始めましょう。

説明会の案内は、北海道警察ホームページや採用センターのＳＮＳ

を御覧ください。

エ 「生活拠点人事制度が始まります！」

家族から離れることなく、私生活を充実させた上で、安心して士気

、 、高く仕事に取り組める職場環境を構築するため 職員の希望を踏まえ

出身地等の定住を希望する市町村を 「生活拠点」として登録し、勤務、

先を生活拠点又はその近郊の市町村を管轄する所属とする人事配置制

度を新たに実施します。



令和７年７月

旭川方面枝幸警察署長

）藤田 大樹（ふじた ひろき


